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英語の未来表現の指導方法に関する一考察
＊





















will と be going to の指導法を中心に





4.1.  will 文について
4.2.  be going to 文について
5.  まとめ
１．はじめに








 (1) a. The parcel arrive-s tomorrow. 1 （Leech（1971: 51））
b. The parcel arrive-d yesterday.
c. The parcel will arrive tomorrow. （Leech（1971: 51））
 未来に言及する表現に関しては、中学校および高等学校の学習指導要解説では(2)に示すよう
な will や be going to 等を用いた表現が、高校生（以上の読者）を対象とした学習参考書などで
は、現在形（cf. (1a)）や未来進行形を用いた未来表現も取り上げられている。
 (2) a. It will be fine tomorrow.
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will と be going to の指導法を中心に





4.1.  will 文について
4.2.  be going to 文について
5.  まとめ
１．はじめに








 (1) a. The parcel arrive-s tomorrow. 1 （Leech（1971: 51））
b. The parcel arrive-d yesterday.
c. The parcel will arrive tomorrow. （Leech（1971: 51））
 未来に言及する表現に関しては、中学校および高等学校の学習指導要解説では(2)に示すよう
な will や be going to 等を用いた表現が、高校生（以上の読者）を対象とした学習参考書などで
は、現在形（cf. (1a)）や未来進行形を用いた未来表現も取り上げられている。
 (2) a. It will be fine tomorrow.
b. I will take that yellow shirt.
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c. We are going to play basketball after school.
d. Beth is coming to the party tomorrow.
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　高等学校学習指導要領（平成 21 年 3 月）では、文法事項の指導に当たっては以下の記述がある
（p. 92）。（3a, b）はその一部を引用したものである。3















　このような状況と関連して、中学生用の学習参考書・問題集では未来表現のうち will と be going 
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to について以下のような学習項目が示されている。
(4) a.  will：「～だろう（単純未来）」、「～するつもりだ（意思未来）」 
It will be sunny tomorrow. 
Will you go to the library? ― Yes, I will. / No, I wonʼt. 
We wonʼt be busy next week.
b.  be going to ～：「～する予定だ、（予定として）～するつもりだ」 
Heʼs going to see the movie. 
Are you going to visit Australia? ― Yes, I am. / No, Iʼm not. 







be going to を含む疑問文の形式・語順の理解度を確認する点にあるようである。
(5)　【問題 文】次の文の（　　）内の語（句）を並べかえて、記号で書きなさい。 
（ア　you　イ　are　ウ　what　エ　going）to do tomorrow?
　しかしながら、柏野（1999）が、（6）や（7）を例に挙げて指摘するように、will と be going to
の意味・用法の違いについてもさらに注目しなければ、具体的なコミュニケーションの場面での効
果的な使い分けは難しいと考えられる。以下はいわゆる「意志未来」の例であるが、be going to は
「前もってなされた決心」、will は「その場でなされた決心」を示す（cf. （6a, b））ので、（7）のよう
な場面では will を用いるのが自然で、be going to を用いると「電話がかかってくることをあらかじ
め知っていた」という不自然な解釈になる（Swan（1995）なども参照のこと）。
(6) a.  A: “Ann is in hospital.”  
B: “Yes, I know. Iʼm going to visit her this evening.”
b.  A: “Ann is in hospital.” 
B: “Oh, really? I didnʼt know. Iʼll go and visit her.” （Murphy （2012））5
(7) The phone rang. Ellen said, “Iʼll get it,” bu t Brody stood up. （P. Benchley, Jaws）
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　このような点を考えると、学習指導要領の方針とは別に、will や be going to の用法の違いや区別














される will 文と be going to 文を主に取り上げる。
　大橋（2017）によれば、文によって表される出来事や状態を一括して「事態」と呼ぶと、時制
とは、各文の表す事態が「現在」、「過去」、「未来」のいずれの時間領域に属するかを示す文法形式





(8) a.  現在時制    b. 過去時制
 
＊
  S,R,E  
  ＊       ＊ 
 E,R        S 
c. 未来表現
 
 ＊        ＊ 
  S         E,R 
　上図において、矢印は時間軸を表しその先端方向が未来を示す。S は個々の文を発話した時点、




れる時間領域と一致すると考えてよさそうである。8 なお、未来表現では will ＋原形が用いられる
が、原形動詞は時制を持たないので、現在形の will（cf. 過去形の would）が定形動詞の機能を果た
すと考えられる（cf. 和田（2012））。
　このような分析に従えば、現在時制や過去時制などの各時制は単なる時間軸上の「現在」や「過
去」といった概念として捉えられるのではなく、S、E および R の 3 つの要素の時間軸上の位置関
係を総合して認識されるものということになる。本稿では、次節で述べるように、S、E、R の位





と be going to の区別を視覚的なイメージとして捉えることが、学生の理解をむしろ容易にするこ
とに寄与することを期待している。
4. 未来表現の指導方法について






　和田（2012）は、will 文による未来表現に法助動詞の will と原形の動詞が用いられている点に注
目し、will 以外に候補がないことから、will が主節の現在形の定形動詞であると分析している。た
だし、will は過去形の would に対しても形式上は現在形であるが、この点を強調しすぎると、学生
にとっては未来と現在の概念が交錯し、理解に混乱が生じる可能性があるので、この点の指導の仕




議論するように、比較対象としての be going to 文を理解する上で有意義であろう。（9b）におい
て、S は発話者が（9a）を発話した時（＝現在）を、E は「彼が仕事に出かける」という出来事が
起こる時点（＝未来の一時点）を示し、参照時 R は E が発話時（現在）から見た未来の出来事で
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下で議論する be going to の時間構造と比較することで、学生にとっていっそう明快になると考え
る。
(9)  a. He will go to work when he has had his breakfast.
     R：「彼が朝食の終了時」    
 
＊         ＊ 





going to の用法との区別を明確にするために、ここで、will が「未来」を表すとされる根拠につい
て、will の法助動詞としての特性の点からも確認しておくことにする。will は法助動詞の１つとし
て「蓋然性」（It is possible that …）、「予測（的可能性）」（I suppose that …）の意味でも用いられ
る（浅川・鎌田（1986））。例えば、（10）の例では、現在の天候状況に基づく試合開催の可能性に
関する話者の予測が述べられている。








(11)  a. I suppose the baseball game will be cancelled.
                               
            
R：「不定」 
 ＊        ＊ 
 S：現在            E 























(12)   a. I will tell him as soon as he comes in.　　（リーダーズ英和辞典） 
b. When you have signed it, I will hand you the letter.　　（新英和大辞典）
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c. ＜意思未来＞
R：［彼が入ってくる］/［君が署名をする］   
 
＊   ＊            






の一時点を示し、前例とは異なり when や as soon as によって導かれる副詞節（「彼が入ってきた
らすぐに」や「君が署名をしたら」）が R として機能し、時間軸上での E の位置は特定化される。
また、ここでの will のモダリティーに関する情報は「意志」であるので、前例の場合と区別して
別のフレーム形状を用いて視覚的に示すことが、現場での指導の際には有効であると考える。









4.2. be going to文について
　次に、未来を表す表現として will とともに教育現場で主に取り上げられる be going to 文の指導
方法について検討してみたい。この表現の指導においては、すでに示した学習参考書などの記載例
を見ると、否定文や疑問文といった形式上の指導のほか、訳語の違いで will と区別することが指




(13)   a. The parcel will arrive tomorrow.　　（= （1c）） 
b. The parcel is going to arrive tomorrow.　　（Leech（1971: 51））
　前節の will の場合とは対照的に、be going to は法助動詞ではなく文法形式の点からは現在進行形
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展」を表す意味に転化したため be going to go や be going to come などの表現も可能である（cf. 柏
野（1999 : 56）、『ジーニアス英和大辞典』など）。以下では、これらの be going to の特性が本稿が
提案する時間構造にどのように反映できるかという点を考察する。
　まず、単純進行形の時間構造を確認しておくと、John is singing a song のような現在進行形の文
は（14）の構造で表される（cf. 金子（2002））。発話時 S は他の場合と同様に現在であり、定形の




R と S が含まれている点に注意したい。つまり、進行形が表す事態は発話時の前から始まり発話の
後も継続されることとなる。本稿では、これが単純進行形の時間構造であると考える。
(14)   a. John is singing a song. 
b. 【現在進行形】
    ［E ～～ 歌う～～］ 
＊ 
   R, S：現在  
　上記の時間構造に基づいて、be going to の時間構造を考えてみると、（15a）に対する時間構造は
（15b）により示される。（14）の場合と同様に、S と R は現在であり、「訪問」という事態が「現
在」時点を含めて進行中である（cf.［E ～～ 訪問する～～］）。ただし、ここでの事態は going の特
性による影響を受ける。移動の意味を失った be going to の going は「事態の進展」を表すことにす
でに言及したが、本稿では going の持つこのアスペクト特性は、時間軸に沿って継続中の「訪問す






(15)   a. Iʼm going to visit her this evening.　　（Murphy （2012））
＜準備＞＝「決心」 
                            going 
   ［E ～～～～～               訪問～～］controllable 
＊                  ＊ 








論しないが、Iʼm visiting her this evening などの現在進行形を未来表現として用いる場合は、be 
going to よりも蓋然性が高い未来を表すとされ、発話時点で何らかの「約束」や「具体的な準備」









(16)   a. Look at the sky! Itʼs going to rain.
＜兆候＞  
                            going 
   ［E ～～～～～               降雨～～］uncontrollable 
＊                    ＊ 




　以上の議論により、本稿では、英語の代表的な未来表現である will と be going to を教育現場で





来事時 E、と参照時 R という時間要素を導入し、時間構造との関係を用いることで両者の違いを




















3.  一方、「古典 B」の文法事項の指導については、「文語文法の指導は読むことの学習に即して行い，必要に応じてあ
る程度まとまった学習もできるようにする」（「高等学校学習指導要領（平成 21 年 3 月）」p.17）と記されている。











8.  Reichenbach（1947）は、英語の各時制についての構造図を示しているが、参照時 R が時間軸上のどこに位置づけ
られるかとまとめると以下のとおりであり、S との相対的な位置関係で考えると、R は概略、E の時間領域に含ま
れると考えられる。
時制 R の位置 時制 R の位置
現在 現在 現在完了 現在
過去 過去 過去完了 過去
未来 現在 未来完了 未来
現在進行形 現在 現在完了進行形 現在
過去進行形 過去 過去完了進行形 過去
未来進行形 現在 未来完了進行形 未来
R の働きが注目されるのは、現在や過去などの基本時制よりは、過去完了などの複合時制の場合である。（ia）の
過去完了の文の解釈は、S（現在）と E の間に E よりは現在に近い R（参照時）を設定することで理解される。
　（i） a. [E The train had already left] [R when I arrived at the station].　　（大橋（2017））
＊          ＊         ＊ 
       E            R           S：現在 
the train had left   I arrived         
b.
9. 大橋（2017）が指摘しているように、will の語源は「欲する（willian）」という意味の本動詞であるので、現代英
語の will が持つ「意志」や「主張」の意味はこの will の原義に由来すると考えられる。（cf. will の原義について
は、田辺（2017）等も参照のこと。）
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Abstract
A Study on How to Teach  
English Future Expressions
—With a Focus on will and be going to—
MASUTOMI Kazuhiro
The purpose of this paper is to seek for effective ways of teaching English future expressions 
such as will and be going to in junior high schools and high schools in Japan. There has been 
much discussion about how to teach the English future expressions effectively, mainly in the 
fields of English linguistics, TESOL, SAL （second language acquisition） and so on. It has been 
pointed out that in junior high schools and high schools much attention is focused on teaching 
the formal points of the future expressions. Also, it is often said that the students have difficulty 
in using the expressions effectively in communicating in English. However, it seems difficult to 
impart to the students how to use such expressions appropriately depending on the situation, 
because the study time in their schools is very limited.
With such a situation in mind, this paper discusses the ways of teaching the usages and 
meanings of will and be going to considering the relation between their “tense,” “aspect,” and 
“mood.”
